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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器内の内容物を注出する筒状の注出部と、該注出部にねじ係合する有底筒状のキャッ
プ本体部とからなり、
　該キャップ本体部は、その下縁に沿って筒状のタンパーエビデンスリングを複数のブリ
ッジ部を介して垂下し、該タンパーエビデンスリングの内周面に、開栓方向の先端に係止
端部を有する回り止め手段をタンパーエビデンスリングの中心に対して対向する位置に設
け、且つ各回り止め手段が接続される前記タンパーエビデンスリングの壁部周辺に、前記
タンパーエビデンスリングを分割可能とする弱化線を縦方向に設けてなり、
　前記各回り止め手段は、前記タンパーエビデンスリングの内周面から分岐し開栓方向に
延び、先端に前記係止端部を有する分岐片と、該分岐片を収容可能とする前記タンパーエ
ビデンスリングの内周面に設けた凹部とから構成され、
　前記注出部は、前記タンパーエビデンスリングが嵌合する胴部に、開栓方向に対向する
係止部を有する係止爪部を設けてなり、
　前記キャップ本体部と前記注出部とが係合された状態で、前記回り止め手段の係止端部
と前記係止爪部の係止部とが対向して配置されることを特徴とするキャップのタンパーエ
ビデンス構造。
【請求項２】
　前記分岐片の係止端部は、タンパーエビデンスリングの中心から放射方向に向かう鉛直
面と、外方の角部を傾斜させた傾斜面とを有し、
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　前記弱化線は、前記凹部により設けられた薄肉壁部の、前記分岐片が分岐する基部側に
形成され、この位置における前記薄肉壁部にスリット部を縦方向に形成すると共に、該ス
リット部に連設する薄膜部を縦方向に形成して構成され、
　前記タンパーエビデンスリングに一体に接続された分岐片の基部に、前記分岐片を内方
に折り曲げるための薄肉壁部を縦方向に形成することを特徴とする請求項１に記載のキャ
ップのタンパーエビデンス構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、容器内の内容物を注出する注出部にねじ係合されるキャップ本体部を操作し
てキャップ本体部を一度開けたら、この開栓状態を示す痕跡が明確に分かるようにしたキ
ャップのタンパーエビデンス構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ボトル等に装着したキャップにおいて、キャップを一度開栓すると、その開栓行
為が明確に分かるようにした構造を有するキャップは、既に知られている。例えば、特許
文献１には、キャップ本体のスカート部にブリッジ部を介して連結されるタンパーエビデ
ントリングを備え、タンパーエビデントリングの内周の同一円周上に抜け止め凸部と掛爪
部とを設け、キャップ本体が装着される容器首部には、タンパーエビデントリングの掛爪
部が係合し得る位置に係止爪部と、タンパーエビデントリングの抜け止め凸部が当接する
抜け止め突起部とが設けられ、キャップ本体を開栓方向に回すと、掛爪部が係止爪部に係
合し、キャップ本体がさらに回動することによりブリッジ部が切断されて、タンパーエビ
デントリングがキャップ本体から離脱して容器首部に残り、この状態により開栓履歴を視
認できることが開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２３３３６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述したように、特許文献１は、開栓すると、ブリッジ部が切断されて、タンパーエビ
デントリングがキャップ本体から離脱され、離脱したタンパーエビデントリングを容器首
部に残す形態であり、この特許文献１では、離脱したタンパーエビデントリングが容器首
部から抜け落ちないようにするための脱落防止構造を、タンパーエビデントリング及び容
器首部に設けているために構造が複雑化して、製造原価が高くなる虞がある。
　また、特許文献１では、開栓すると、ブリッジ部が切断され、開栓したことが明らかと
なるが、再び栓を閉めてしまうと、切断されたブリッジ部が外見上繋がったように見え、
開栓されたかどうかの開栓履歴を判断しにくいという欠点があった。
　さらに、飲料水等が充填される容器の口部に、タンパーエビデンスリングが残されてい
る場合、容器の口部に口をつけて飲料水等を飲む時に、タンパーエビデンスリングが唇等
に接触して不快感を感じることがあった。
【０００５】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、タンパーエビデンスリングを容器側
の注出部に残すことなく、開栓履歴を容易に視認できるキャップのタンパーエビデンス構
造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するための手段として、請求項１に記載した発明は、容器内
の内容物を注出する筒状の注出部と、該注出部にねじ係合する有底筒状のキャップ本体部
とからなり、該キャップ本体部は、その下縁に沿って筒状のタンパーエビデンスリングを
複数のブリッジ部を介して垂下し、該タンパーエビデンスリングの内周面に、開栓方向の
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先端に係止端部を有する回り止め手段をタンパーエビデンスリングの中心に対して対向す
る位置に設け、且つ各回り止め手段が接続される前記タンパーエビデンスリングの壁部周
辺に、前記タンパーエビデンスリングを分割可能とする弱化線を縦方向に設けてなり、前
記各回り止め手段は、前記タンパーエビデンスリングの内周面から分岐し開栓方向に延び
、先端に前記係止端部を有する分岐片と、該分岐片を収容可能とする前記タンパーエビデ
ンスリングの内周面に設けた凹部とから構成され、前記注出部は、前記タンパーエビデン
スリングが嵌合する胴部に、開栓方向に対向する係止部を有する係止爪部を設けてなり、
前記キャップ本体部と前記注出部とが係合された状態で、前記回り止め手段の係止端部と
前記係止爪部の係止部とが対向して配置されることを特徴とするものである。
【０００７】
　このように構成することにより、容器内の内容物を注出する注出部に係合されているキ
ャップ本体部を、開栓方向に回すと、タンパーエビデンスリングの内周面に設けた回り止
め手段の係止端部が、注出部の胴部に設けた係止爪部の係止部に干渉して、回り止め手段
から時計回り方向のタンパーエビデンスリングの回転移動が規制されるので、タンパーエ
ビデンスリングに設けた弱化線が切り裂かれ、タンパーエビデンスリングが分割されるこ
とになる。これにより、タンパーエビデンスリングを容器側の注出部に残すことなく、タ
ンパーエビデンスリングの分割状態により開栓履歴を視認できる。また、回り止め手段を
弾性変形可能な分岐片と、分岐片を収納可能とする凹部とから構成したので、キャップ本
体部を時計周り方向に回して、内容物を注出する注出部に係合する際、分岐片が胴部に設
けた係止爪部を乗り越える時分岐片が弾性変形して、その一部が凹部に押し込まれ容易に
係止爪部を乗り越えることができる。
【０００８】
　請求項２に記載した発明は、請求項１に記載した発明において、前記分岐片の係止端部
は、タンパーエビデンスリングの中心から放射方向に向かう鉛直面と、外方の角部を傾斜
させた傾斜面とを有し、前記弱化線は、前記凹部により設けられた薄肉壁部の、前記分岐
片が分岐する基部側に形成され、この位置における前記薄肉壁部にスリット部を縦方向に
形成すると共に、該スリット部に連設する薄膜部を縦方向に形成して構成され、前記タン
パーエビデンスリングに一体に接続された分岐片の基部に、前記分岐片を内方に折り曲げ
るための薄肉壁部を縦方向に形成することを特徴とするものである。
【０００９】
　このように構成することにより、弱化線を、凹部により設けられた薄肉壁部の、分岐片
の基部側に設け、その位置における薄肉壁部にスリット部を縦方向に形成すると共に、こ
のスリット部に連設する薄膜部を縦方向に形成して構成したので、キャップ本体部を開栓
方向に軽く回すだけで、タンパーエビデンスリングに設けた弱化線を容易に切り裂くこと
ができる。また、キャップ本体部を開栓方向に回すと、タンパーエビデンスリングの内周
面に設けた分岐片の係止端部が、注出部の胴部に設けた係止爪部の係止部に干渉し、さら
に回すと、タンパーエビデンスリングに設けた薄肉壁部が外方に突出するようにして、分
岐片が内側に折れ曲がると同時に弱化線が切り裂かれて、折れ曲がった分岐片がタンパー
エビデンスリングと胴部との間に挟まれる状態となる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、内容物を注出する注出部に係合されているキャップ本体部を、開栓方
向に回すと、キャップ本体部のタンパーエビデンスリングに設けた回り止め手段の分岐片
の係止端部が、注出部の胴部に設けた係止爪部の係止部に干渉して、タンパーエビデンス
リングの回転移動が規制されると共に、タンパーエビデンスリングの薄肉壁部が外方に突
出するようにして、分岐片が内方に向って折れ曲がると同時に、薄肉壁部に設けた弱化線
が切り裂かれ、折れ曲がった分岐片がタンパーエビデンスリングと胴部との間に挟まれる
状態となる。この状態を視認することにより、タンパーエビデンスリングを容器側の注出
部に残すことなく、開栓履歴を判断でき、タンパーエビデンスリングを容器側の注出部に
残す形態と比較すると、タンパーエビデンスリングの注出部からの脱落防止構造等を設け
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る必要がなく、簡易な構造で構成でき、製造原価を削減することができる。しかも、容器
側の注出部にタンパーエビデンスリングが残っていないので、例えば、飲料水等を飲む時
等に、容器側の注出部に口を付けても不快感を感じることはない。
【００１３】
　一方、キャップ本体部を時計周り方向に回して注出部に係合する際には、タンパーエビ
デンスリングに設けた弾性変形可能な分岐片の一部が凹部に押し込まれるので、分岐片は
係止爪部を容易に乗り越えることができ、キャップ本体部をスムーズに注出部に係合する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を図１～図９に基いて詳細に説明する。
　本発明の実施の形態に係るキャップは、図１に示すように、内容物が充填される容器の
口部３に装着され、内容物を注出する下栓（注出部）２と、この下栓２にねじ係合される
上栓（キャップ本体部）１とから構成されている。
【００１５】
　下栓２には、図１～図３に示すように、内容物を注出する注出口４を形成する壁部５の
外周面と胴部６の内周面との間に環状空間７が形成されている。また、胴部６の下方胴部
６ｂの内周面には、周方向に延びる係合突条８が一条形成されている。
　そして、下栓２の環状空間７を容器の口部３に嵌合させれば、下栓２の下方胴部６ｂの
内周面に設けた係合突条８が容器の口部３の外周面に設けた凹部３ａを押圧した状態とな
り、下栓２が容器の口部３に装着される。
【００１６】
　また、下栓２には、図２及び図３に示すように、壁部５から連続して上方に延びる上方
壁部５ａの外周面に、上栓１と係合するねじ部５ｂが形成されている。また、上方壁部５
ａの内方には、内容物の注出方向を案内する円筒状の案内壁部１０が形成されており、こ
の案内壁部１０の下端を塞ぐ閉塞板１１が環状溝１１ａを介して一体に形成されている。
この閉塞板１１には、環状溝１１ａを切断し注出口４を開放するためのリング状の把持部
１２が、環状溝１１ａの内側に一体に形成されている。
【００１７】
　さらに、下栓２の胴部６の、後述するタンパーエビデンスリング２１が嵌合する上方胴
部６ａには、その外周面から外方に突出する係止爪部１５が、周方向に所定の間隔を置い
て複数（図では７個）形成されている。
　この係止爪部１５は、図２において、上方胴部６ａの外周面から接線方向に向かう（時
計回り方向に向かう）傾斜面１５ａと、上方胴部６ａの外周面から放射方向に向かい開栓
方向と対向する鉛直面からなる係止部１５ｂとを有する凸部として構成されている。
　また、胴部６の下方胴部６ｂの周りには、上方胴部６ａと段差を設けるように、帯状体
の保護バンド１３が形成されており、この保護バンド１３は、下方胴部６ｂの外周面と所
定の隙間を置いて、下方胴部６ｂを取り巻くように形成されている。
【００１８】
　上栓１は、図１、図４及び図５に示すように、下栓２のねじ部５ｂと係合するねじ部２
０ａを内周面に有する有底円筒状からなる係合本体部２０と、この係合本体部２０の下縁
に一体に接続される環状円板からなる鍔部２０ｂと、この鍔部２０ｂの外周端と複数（図
５では８個）のブリッジ部２２（図５の黒塗部）を介して連結される円筒状のタンパーエ
ビデンスリング２１とから構成されている。
【００１９】
　また、係合本体部２０の天面部の底面には、上栓１が下栓２に係合した際、下栓２の案
内壁部１０の内周面に密着する円筒部２０ｃが形成されている。さらに、各ブリッジ部２
２と２２との間には、ダンパーエビデンスリング２１の上端から上方に突出する側面視が
略矩形状の突起部２３ａ（図５の白抜部）が複数（図５では６個）形成されており、また
、各ブリッジ部２２と２２との間には、図４及び図９に示すように、ダンパーエビデンス
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リング２１の上端から上方に突出する側面視が梯形状の突起部２３ｂが２個所設けられて
いる。さらに、図９に示すように、鍔部２０ｂの底面には、突起部２３ｂの上端の一部を
収容する凹部２０ｂ’が、突起部２３ｂと対応する位置に形成されている。
【００２０】
　タンパーエビデンスリング２１には、図５及び図６に示すように、その内周面に、タン
パーエビデンスリング２１の開栓方向の回り止めとなる回り止め手段３０が一対形成され
ている。この回り止め手段３０は、タンパーエビデンスリング２１の内周面から分岐して
、タンパーエビデンスリング２１の幅（高さ方向）とほぼ同じ幅で開栓方向に延び、先端
に係止端部２４ｂを有する分岐片２４と、この分岐片２４の一部を収納可能とするタンパ
ーエビデンスリング２１の内周面に設けた凹部２５とから構成されている。
　分岐片２４の係止端部２４ｂは、タンパーエビデンスリング２１の中心から放射方向に
向かう鉛直面と、外方の角部を時計回り方向に傾斜させた傾斜面とを有している。また、
凹部２５により設けられた薄肉壁部２６は、分岐片２４が分岐する外側基部２４ａ側に向
ってさらに薄肉となるように形成されている。
　また、分岐片２４から時計回り方向に近接する位置、すなわち分岐片２４の内側基部２
４ｃ付近のタンパーエビデンスリング２１には、分岐片２４を内方に向って折り曲げるた
めの薄肉壁部２６ａが縦方向に形成されている。
【００２１】
　図６及び図７に示すように、タンパーエビデンスリング２１を容易に分割可能とする弱
化線２７は、薄肉壁部２６の、分岐片２４が分岐する外側基部２４ａ側端に形成されてお
り、その位置における薄肉壁部２６を、その上部壁に上方開放したスリット部２８を形成
すると共に、下部壁にスリット部２８に連設する薄膜部２９を縦方向に形成して構成され
ている。
　また、弱化線２７は、薄肉壁部２６の下部壁に下方開放したスリット部２８を縦方向に
形成し、上部壁にスリット部２８に連設する薄膜部２９を縦方向に形成して構成されるこ
ともある。
【００２２】
　次に、本発明の実施の形態に係るキャップのタンパーエビデンス構造の作用について説
明する。
　上栓１を下栓２に係合する時には、上栓１のねじ部２０ａを下栓２にねじ部５ｂに合わ
せ、上栓１を時計回り方向に回せば、タンパーエビデンスリング２１の回り止め手段３０
を構成する分岐片２４が、その内側基部２４ｃ側から、下栓２の上方胴部６ａに設けた係
止爪部１５を、その傾斜面１５ａに沿って乗り越えると同時に、弾性変形可能な分岐片２
４の一部が凹部２５に押し込まれるので、分岐片２４は係止爪部１５を容易に乗り越える
ことができ、上栓１はスムーズに回転下降して下栓２に係合される。
　そして、係合状態においては、図８に示すように、タンパーエビデンスリング２１の分
岐片２４は、材料の弾性により復元しており、タンパーエビデンスリング２１のいずれか
一方の分岐片２４の係止端部２４ｂと、下栓２の上方胴部６ａに複数設けた内の１個の係
止爪部１５の係止部１５ｂとが、対向するように配置される。
【００２３】
　開栓するときは、下栓２に係合されている上栓１を、開栓方向（反時計回り方向）に回
すと、タンパーエビデンスリング２１のいずれか一方の分岐片２４の係止端部２４ｂが、
下栓２の上方胴部６ａに複数設けた内の１個の係止爪部１５の係止部１５ｂに干渉し、分
岐片２４から時計回り方向のタンパーエビデンスリング２１の回転移動が規制されると共
に、タンパーエビデンスリング２１の薄肉壁部２６ａが外方（図８の矢印Ｅの方向）に突
出するようにして、分岐片２４が内方（図８の矢印Ｆの方向）に向って折れ曲がる。それ
と同時に、薄肉壁部２６に設けた弱化線２７が切り裂かれ、折れ曲がった分岐片２４がタ
ンパーエビデンスリング２１と上方胴部６ａとの間に挟まれる状態となる。
　さらに、上栓１を回すと、タンパーエビデンスリング２１の他方の分岐片２４の係止端
部２４ｂが、同じように、下栓２の上方胴部６ａに複数設けた内の１個の係止爪部１５の
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係止部１５ｂに干渉し、分岐片２４が折れ曲がりタンパーエビデンスリング２１と上方胴
部６ａとの間に挟まれる状態となる。
【００２４】
　その後、最後まで開栓する時には、さらに上栓１を回せば、タンパーエビデンスリング
２１が２箇所で分割されたことにより、その開口が拡大しているために、分岐片２４の係
止端部２４ｂが係止爪部１５の係止部１５ｂに干渉せず、タンパーエビデンスリング２１
を付けたまま上栓１はスムーズに回転上昇して、下栓２から離脱される。
【００２５】
　以上説明したように、本発明の実施の形態に係るキャップのタンパーエビデンス構造に
よれば、下栓２に係合されている上栓１を、開栓方向に回すと、タンパーエビデンスリン
グ２１に設けた一対の分岐片２４の係止端部２４ｂのそれぞれが、時間差で上方胴部６ａ
に設けた係止爪部１５の係止部１５ｂに干渉して、それぞれの分岐片２４が薄肉壁部２６
ａから内方に折れ曲がると同時に弱化線２７が切り裂かれ、２箇所の位置で折れ曲がった
分岐片２４がタンパーエビデンスリング２１と上方胴部６ａとの間に挟まれる状態となる
。この状態を視認することにより開栓されているか否かの開栓履歴を判断することができ
る。しかも、開栓する時、タンパーエビデンスリング２１に設けた一対の分岐片２４のそ
れぞれが、時間差で下栓２の上方胴部６ａに設けた係止爪部１５に干渉して、タンパーエ
ビデンスリング２１を１箇所ずつ分割するので、例えば、多数形成されたブリッジを一気
に切断して開栓履歴を視認する形態と比較すると、開栓する時に負荷する力を軽減できる
。
【００２６】
　このように、タンパーエビデンスリング２１を下栓２に残すことなく、ブリッジ部２２
を介して係合本体部２０に連結させたままの状態で、タンパーエビデンスリング２１の分
割状態により開栓履歴を判断できるので、タンパーエビデンスリング２１を下栓２に残す
形態と比較すると、タンパーエビデンスリング２１の下栓２からの脱落防止構造を設ける
必要がなく、簡易な構造で構成することができる。
【００２７】
　なお、本発明を実施するための最良の形態では、容器内の内容物を注出する筒状の注出
部を、容器の口部３に装着された下栓２とする形態を説明したが、下栓２を設けることな
く、容器の口部３に、直接キャップ本体部１をねじ係合させる形態も考慮され、その場合
には、容器の口部３の胴部に、タンパーエビデンスリング２１の回り止め手段３０に対向
する係止爪部１５を形成すればよい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係るキャップのタンパーエビデンス構造の断面図
である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態に係るキャップのタンパーエビデンス構造の構成で
ある下栓の平面図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態に係るキャップのタンパーエビデンス構造の構成で
ある下栓の断面図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態に係るキャップのタンパーエビデンス構造の構成で
ある上栓の断面図である。
【図５】図５は、図４のＡ方向から見た図である。
【図６】図６は、図５のＢ部を拡大して示す断面図である。
【図７】図７は、図６のＣ方向から見た図である。
【図８】図８は、上栓と下栓とが係合している状態における上栓の回り止め手段と下栓の
係合爪部との位置関係を示す拡大図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態に係るキャップのタンパーエビデンス構造の構成で
ある上栓の側面の一部を示す図である。
【符号の説明】
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【００２９】
　１　　　　　　　上栓（キャップ本体部）
　２　　　　　　　下栓（注出部）
　６　　　　　　　胴部
　６ａ　　　　　　上方胴部
　１５　　　　　　係止爪部
　１５ｂ　　　　　係止部
　２１　　　　　　タンパーエビデンスリング
　２４　　　　　　分岐片
　２４ａ　　　　　外側基部
　２４ｂ　　　　　係止端部
　２４ｃ　　　　　内側基部
　２５　　　　　　凹部
　２６、２６ａ　　薄肉壁部
　２７　　　　　　弱化線
　２８　　　　　　スリット部
　２９　　　　　　薄膜部
　３０　　　　　　回り止め手段
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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